
地 域 医 療・地 域 保 健 Ⅱ 

オーガナイザー 

地域医療支援センター 上野 雅巳 

健康管理センター 北野 尚美 

教員名 

 教授 廣西 昌也 

 准教授 北野 尚美 

講師 蒸野 寿紀 

非常勤講師 今中 雄一 

 

I 授業の目的 

 １．地域医療・地域保健の現状と課題を理解し、医師として求められる社会的役割を理解し

て、地域医療に積極的に参加・貢献するための能力を習得する。 

２．集団及びその構成員の健康に関わる課題を理解し、医師として求められる社会的役割を

理解して、地域全体の健康増進に積極的に参加・貢献するための能力を習得する。 

 

II 到達目標 

１． 健康増進計画や保健医療計画に関わる保健統計等データと、健康関連指標及び地域保

健・地域医療に関わる各種評価指標について説明できる。 

２． 日本の社会保障制度と医療制度、並びに医療の評価と経済性についての理解を深め、基

本事項を説明できる。 

３． 地域における住民の健康の保持増進と、医療提供体制及び地域包括ケアシステムについ

て概説できる。 

４． 地域における救急医療、在宅医療、災害時における医療体制確立の必要性と、多職種間

の連携及び医師の役割について理解を深め、概説できる。 

５． 和歌山県の二次保健医療圏について概説し、住民の健康状況及び地域医療の現状と課題

について説明できる。（資料：第三次和歌山県健康増進計画、第七次和歌山県保健医療計

画、県民健康・栄養調査、他） 

 

III 教育内容 

１． 保健所の機能と役割（担当：健康管理センター） 

２． 健康増進計画と健康関連指標（担当：健康管理センター） 

３． 地域保健医療計画と地域保健・地域医療に関わる評価指標（担当：健康管理センター、

地域医療支援センター） 

４． 日本の医療システムと公的医療保険、その現状と課題（担当：地域医療支援センター） 
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５． 和歌山県民の健康状態と地域保健医療計画（担当：健康管理センター、地域医療支援セ

ンター） 

講 義 日 程 表（予定） 

No 月 日 曜日 時限 項 目 担当 

１ R5.9.12 （火） ３ 医療の質・経済・公正の可視化と制度・政策 今中 

２ R5.9.13 （水） ２ 
地域医療①（和歌山県の健康状態と地域医療・

保健医療計画） 
廣西 

３ R5.9.13 （水） ３ 地域医療②（へき地医療の状況・役割） 蒸野 

４ R5.9.15 （金） ２ 健康管理①（地域保健法と保健所） 北野 

５ R5.9.15 （金） ３ 健康管理②（健康増進法と健康増進計画） 北野 

 

IV 学習および教育方法 

講義 

 

Ⅴ 評価の方法 

 ２／３以上の時間数講義に出席した者を評価の対象とする。評価は、講義に臨む姿勢と

提出されたレポートを総合的に評価し、６０点以上を合格とする。 

 

VI 教科書・参考書 

１． 地域医療学入門 日本医学教育学会地域医療教育委員会・全国地域医療教育協議会合同編

集委員会 監修 診断と治療社 2019 

２． 国民衛生の動向 2022/2023（第 69 巻第 9 号） 厚生労働統計協会 2022 

３． e-Gov ポータル：健康．https://www.e-gov.go.jp/health（2023年 1月アクセス） 

４． 公衆衛生マニュアル 2022 中村好一，他 編集 南山堂 2022 

５． 医療制度・医療政策・医療経済 (シリーズ生命倫理学 17) 今中雄一，他 編集 丸善出

版 2013 

６． 図表でみる世界の保健医療 OECD インディケータ（2021 年版）OECD 編著 村澤秀樹 監

訳 明石書店 2022 

７． OECD 公衆衛生白書：日本：明日のための健康づくり OECD 編著 村澤秀樹 訳 明石書店 

2019 

８． 社会と健康 健康格差解消に向けた統合科学的アプローチ 川上憲人，他 編 東京大学

出版会 2015 

９． 健康長寿社会を実現する (「2025 年問題」と新しい公衆衛生戦略の展望)  辻 一郎 著 

大修館書店 2015 

１０． はじめて学ぶ やさしい疫学 改訂第３版 日本疫学会 監修 南江堂 2018 
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